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白山排水区白山浦幹線450～457管更生工事

数量計算書（総括表）

ﾀﾞﾝﾋﾞｰ工法積算資料　令和6年度版（令和6年4月1日発行）
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1/2

設計条件 既設断面 φ1350mm φ1500mm
　　 　　 更生断面 φ1285mm φ1413mm

路線延長 40.73 42.21 82.94 ｍ
更生管延長 38.56 40.41 78.97 ｍ

昼夜区分 昼間施工 昼間施工
誘導員配置人数 4人配置 4人配置

管更生工（複合管）　
材料費

更生材料(標準ストリップ） S形 550.89 550.89 ｍ
更生材料(SFジョイナー） S形 550.89 550.89 ｍ
更生材料(標準ストリップ） L形 658.65 658.65 ｍ
更生材料(SFジョイナー） L形 658.65 658.65 ｍ

製管工
補強鉄筋設置工 SD295 主筋D10 配力筋D10 38.56 38.56 ｍ
補強鉄筋設置工 SD295 主筋D13 配力筋D13 40.41 40.41 ｍ
端部製管工 既設管径1000以上1500以下 1.5 1.5 3.0 ｍ 標準作業量 14m/日

製管工（直線区間） 既設管径1000以上1500以下 37.06 37.06 ｍ 標準作業量 40m/日

製管工（直線区間） 既設管径1000以上1500以下 38.91 38.91 ｍ 標準作業量 40m/日

端部緊張工 既設管径800以上2000以下 2 2 箇所
端部緊張工 既設管径800以上2000以下 2 2 箇所

充てん材注入工
充てん材注入工 管内注入方式　充てん材2号　450路線 38.56 38.56 ｍ
充てん材注入工 管内注入方式　充てん材2号　457路線 40.41 40.41 ｍ
充てん材ストッパー工 1箇所当り急結モルタル量0.006m3 2 2 箇所
充てん材ストッパー工 1箇所当り急結モルタル量0.009m3 2 2 箇所
管内注入口工 32 32 64 箇所 標準作業量 40箇所/日

管口仕上工
管口仕上げ工（本管） φ1350　管口仕上材（2.8L/箇所） 2 0 2 箇所
管口仕上げ工（本管） φ1500　管口仕上材（4.2L/箇所） 0 2 2 箇所
管口仕上げ工（取付管） φ200mm以下 6 7 13 箇所

換気工
換気設備工 11.0 15.0 26.0 日 算定表より

止水工
止水工 Y字管注入工　本管φ1350 21.2 0.0 21.2 m
止水工 Y字管注入工　本管φ1500 0.0 70.7 70.7 m
止水工 Y字管注入工　取付管管口φ150 0.0 0.5 0.5 m

附帯工
足掛金物設置・撤去工 0 0 0 箇所

交通管理工 交通誘導警備員 46.0 62.0 108.0 人日 算定表より
11.5×4 15.5×4

準備費
既設管洗浄工

既設管洗浄工 既設管径：φ1350mm 38.56 0.00 38.56 m
既設管洗浄工 既設管径：φ1500mm 0.00 40.41 40.41 m

既設管内調査工
既設管内調査工 既設管径：φ800mm以上1500mm未満 38.56 0.00 38.56 m
既設管内調査工 既設管径：φ1500mm以上2000mm以下 0.00 40.41 40.41 m

換気工
換気設備工 1.0 日 算定表より

設計数量

直接工事費

準備費

複 合 管 数 量 集 計 表 (補助）

名　称 規　　　　格 450路線(88) 単 位 備 考457路線(78)
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2/2

設計条件 既設断面 φ1350mm φ1500mm
　　 　　 更生断面 φ1285mm φ1413mm

路線延長 40.73 42.21 ｍ
更生管延長 38.56 40.41 ｍ

昼夜区分 昼間施工 昼間施工
誘導員配置人数 4人配置 4人配置

管路
取付管更生工 サイドライナー工法

取付管更生工 φ150　t=5.0mm L=3.5m 0 1 1 箇所
φ150　t=5.0mm L=5.5m 1 0 1 箇所
φ200　t=7.0mm L=4.5m 1 0 1 箇所

止水工
取付管内止水工 パッカー工法　φ150 1 1 2 箇所

パッカー工法　φ200 1 0 1 箇所

換気工
換気設備工 0.5 日 算定表より

交通管理工 交通誘導警備員 12.0 人日 算定表より

準備費
障害物等除去工

モルタル除去 φ800mm以上～1500mm未満 4 0 4 箇所
φ1500mm以上～2000mm未満 0 14 14 箇所

取付管突出 0 0 0 箇所
木根処理工 0 0 0 箇所

換気工
換気設備工 1.5 日 算定表より

直接工事費

準備費

複 合 管 数 量 集 計 表 (単独）

名　称 規　　　　格 450路線(88) 単 位 備 考457路線(78) 設計数量
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ダンビー工法　数量計算書

下水道更生工事

路線番号450(88)

既設管内径 ： φ1350　㎜

更生延長 ： 38.56　m

設計書_R6-西下第16号-白山排水区白山浦幹線450～457管更生工事



更生概要

既設管内径 mm

スパン数 スパン

更生延長 m

取付管箇所数 箇所

工種

標準ストリップ管 m

曲線用ストリップ管 m

製管工

端部製管工 m

製管工　　直線区間 m

製管工　　曲線・段差区間 m

製管工　　急曲線区間 m

目地工　　曲線・段差区間 m

目地工　　急曲線区間 m

端部緊張工 箇所

既設管洗浄工 m

充てん材注入工

充てん材注入工 m

充てん材ストッパー工 箇所

急結モルタル工（１箇所当り） m
3

管内注入口工 箇所

管口仕上工

管口仕上工 箇所

エポキシコーキング工（１箇所当り）  

補強鉄筋設置工

補強鉄筋工 m

38.56

6.0

550.89

0.00

1.50

1350.00

1.0

38.56

2.0

2.00

38.56

0.00

0.00

37.06

0.00

0.00

0.006

32.0

2.0

2.8

38.56

設計書_R6-西下第16号-白山排水区白山浦幹線450～457管更生工事



既設管内径 d mm

ストリップ厚 ｔ ストリップ mm

更生厚 ｈ mm

標準ストリップ管 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-12】

内周半径

更生管内周半径

図心半径

更生管図心半径

ｔ

2

更生管参考断面図

3
2.
5

6
4
2.
5

12
8
5.
0

1
3
50

6
4
2.
5

1350

1350.0

Ｓ形 12.5

32.5

3
2
.5

642.5 642.5

32.5 1285.0 32.5

＝ 642.5 mm
2

ａ’ ＝
既設管内径

- 管底部高 ＝
2

ａ ＝ ａ’ + ＝ 642.5

1350.0
- 32.5

+
12.5

＝ 648.75 mm
2
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周長

上半分周長

Ｌ1 ＝ π × ａ ＝ π × ＝

下半分周長

Ｌ2 ＝ π × ａ ＝ π × ＝

よって、ストリップ長は

Ｌ ＝ Ｌ１ + Ｌ2 ＝ +

＝ m／巻

ストリップ使用量

１ｍ当りのストリップ使用量は

Ｌ × ×

更生延長 ストリップより

巻立延長＝管きょ延長（更生延長）＋B1×2

＝ ＋ ＝ m

1ｍ当りストリップ使用量 × 巻立延長 ＝ × ＝ m

SFジョイナー使用量は、ストリップ使用量と同量である。

補強鉄筋 主筋： 4 本/ｍ 3 分割 主筋1本周長 m

配力筋： 18 本 ＝ 5.500ｍ ÷ (5.500 － 0.350) ＝ 1.1

主筋重量 ＝ 主筋1本周長×分割数×1ｍ当り設置本数×単位体積重量

＝ × 3 × 4 ×

＝ ㎏/m

配力筋重量 ＝ 配力筋設置本数×単位体積重量×1ｍ当り係数

＝ 18 × ×

＝ ㎏/m

※B1+B2=255+35=290mm

648.75 2038.1

648.75 2038.1

m/m

2038.1 2038.1

4.076

1000
＝
4.076 1000

＝

巻立延長 38.56 0.51 39.07

290.0 290.0

38.56m Ｓ形

14.1

D10 1.754

D10 1ｍ当り：

1.754 0.560

14.1 39.07 550.89

11.79

0.560 1.1

11.09
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充てん材注入量 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-13】

既設管内空面積

π ×
2

更生管内空面積

Ａ ＝ ＝ π ×
2

＝ mm
2

＝ m
2

ストリップ管容積

Ａst ＝ ast × Ｌ

＝ m
3
× m

＝ m
3
/m

ast ： 材料１m当りのストリップ容積

Ｌ ： １m当りのストリップ使用量

補強鉄筋控除体積

Ａs ＝ 主筋中心周長×設置本数×公称断面積＋配力筋設置本数×公称断面積

＝ （ － ） × π × 4 ×

＋ × ×

＝ m
3
/m

充てん材注入量

Ｖ ＝ Ａ’ - （ Ａ＋Ａst＋Ａs）

＝ - （ ＋ ＋ ）

＝ m
3
/m

m
2

4 4
Ａ’ ＝

πｄ
2

＝
1350

＝

0.00007133

0.00111 14.1

1.297

πa
2

642.5

1296869.1

1431388.2 mm
2 ＝ 1.431

18 1.1 0.00007133

0.003

1.431 1.297 0.016 0.003

0.016

1.350 0.01

0.115
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１m当りの充てん材2注入量

既設管内径 ㎜

既設管半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

頂部内角 更生管 °

頂部内角 充てん材 °

充てん材２　高さ ㎜

充てん界面高さ ㎜

既設管内径 ㎜

既設管半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

頂部内角 更生管 °

充てん材２　高さ ㎜

充てん界面高さ ㎜

充てん材２（CAD計測） ＝ m
3
/m

控除ストリップ長（CAD計測） ＝ m

１m当りの充てん材2注入量

＝ 充てん材２（CAD計測） - ストリップ管容量

＝ - ÷ ×

＝ m
3
/m

１m当りの充てん材1注入量

１m当りの充てん材注入量 － １m当りの充てん材2注入量

Ｖ1 ＝ Ｖ - Ｖ2

＝ -

＝ m
3
/m

r2 642.50

r3 642.50

r1 642.50

D1 1350

r 675

D1 1350

h' 100.0

θ1 64.80

θ2 73.00

H 132.5

r3' 648.75

θ1' 66.51

H 132.5

r 675

r1' 648.75

r2' 648.75

0.023

0.115 0.023

0.092

h'' 106.25

0.026

0.753

0.026 0.753 0.290 0.00111

D1

r
1

r
2 r3

H

h
'

θ1

θ２

r

充てん材2

充てん材1

D
1

r1
'

r2
' r3'

H

h'
'

θ1'

r'

控除ストリップ長

ストリップ中心線
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1日当り注入量 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-37】

1日当りの注入量 Ｖ ＝ m3

1日当り充てん材１の量

1日当りの注入量 × 1.05（補正係数5％）× １m当りの充てん材１量

× ×

＝ m
3 ※少数第3位を四捨五入して少数第2位とする。

1日当り充てん材2の量

Ｖ2 ＝ 1日当りの注入量 × - 1日当り充てん材１の量

＝ × -

＝ -

＝ m
3

充てん材ストッパー工

補強断面での充てん材ストッパー工の1箇所当り急結モルタル量は

ダンビー工法積算資料Ⅰ-39　「C-3-2　充てん材ストッパー工」備考2.の式を参照する。

1箇所当り急結モルタル量（ ） ＝ 1ｍ当り充てん材注入量（ｍ3/ｍ）×0.05（ｍ）

＝ ×

＝ m
3

※少数第4位を四捨五入して少数第3位とする。

普通作業員 ＝

＝ 0.23人

※少数第3位を四捨五入して少数第2位とする。

0.006(m3)×38(人/m3)

4.00

Ｖ1 ＝
1m当りの充てん材注入量(計)

1.05（補正係数5％）

4.00 1.05 3.36

4.20 3.36

＝
4.00 1.05 0.092

0.115

3.36

0.84

0.115 0.05

0.006
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管内注入口工 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-40】

注入区間が100ｍを超える場合や注入ホースの引き込みが不可能な場合は、

管内より注入を行うための注入口の穿孔を行う。

※ダンビー工法協会技術資料P30,31参照

管内注入口は、左右2箇所に3m以内毎、および管頂部1箇所に7ｍ以内毎に設ける。

＝ ÷ × ＝

＝ ÷ ＝

＝ 個

注入終了後、注入口を管内注入口プラグにて閉塞する。

管口仕上げ工

補強断面での管口仕上工の1箇所当りエポキシコーキング量は

ダンビー工法積算資料Ⅰ-41　「C-4-1　管口仕上工」備考2.の式を参照する。

管口下半面をすりつける場合

1箇所当りエポキシコーキング量（ ）

＝ {1ｍ当り充てん材注入量×0.01

＋(既設管下半分面積－更生管下半分面積)×0.10÷2}×1000

＝ { × ＋ ( － )

× ÷ 2 } ×

＝  ※少数第2位を四捨五入して少数第1位とする。

N1 38.56 3.0 2.0 26

0.6484

0.05 1000

2.8

N2 38.56 7.0 6

32

0.115 0.01 0.7155
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更生延長 ： 40.41　m

ダンビー工法　数量計算書

下水道更生工事

路線番号457(78)

既設管内径 ： φ1500　㎜
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更生概要

既設管内径 mm

スパン数 スパン

更生延長 m

取付管箇所数 箇所

工種

標準ストリップ管 m

曲線用ストリップ管 m

製管工

端部製管工 m

製管工　　直線区間 m

製管工　　曲線・段差区間 m

製管工　　急曲線区間 m

目地工　　曲線・段差区間 m

目地工　　急曲線区間 m

端部緊張工 箇所

既設管洗浄工 m

充てん材注入工

充てん材注入工 m

充てん材ストッパー工 箇所

急結モルタル工（１箇所当り） m
3

管内注入口工 箇所

管口仕上工

管口仕上工 箇所

エポキシコーキング工（１箇所当り）  

補強鉄筋設置工

補強鉄筋工 m

4.2

40.41

0.009

32.0

2.0

1.0

40.41

2.0

2.00

40.41

0.00

0.00

38.91

0.00

40.41

7.0

658.65

0.00

1.50

0.00

1500.00
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既設管内径 d mm

ストリップ厚 ｔ ストリップ mm

更生厚 ｈ mm

標準ストリップ管 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-12】

内周半径

更生管内周半径

図心半径

更生管図心半径

ｔ

2
+
17.5

＝ 715.25
2

706.5

2

ａ ＝ ａ’ + ＝

＝ 706.5 mm
2

ａ’ ＝
既設管内径

- 管底部高 ＝
1500.0

- 43.5

mm

43.5

4
3
.5

706.5 706.5

43.5 1413.0 43.5

1500

1500.0

Ｌ形 17.5

更生管参考断面図

4
3.
5

7
0
6.
5

14
1
3.
0

1
5
00

7
0
6.
5
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周長

上半分周長

Ｌ1 ＝ π × ａ ＝ π × ＝

下半分周長

Ｌ2 ＝ π × ａ ＝ π × ＝

よって、ストリップ長は

Ｌ ＝ Ｌ１ + Ｌ2 ＝ +

＝ m／巻

ストリップ使用量

１ｍ当りのストリップ使用量は

Ｌ × ×

更生延長 ストリップより

巻立延長＝管きょ延長（更生延長）＋B1×2

＝ ＋ ＝ m

1ｍ当りストリップ使用量 × 巻立延長 ＝ × ＝ m

SFジョイナー使用量は、ストリップ使用量と同量である。

補強鉄筋 主筋： 4 本/ｍ 3 分割 主筋1本周長 m

配力筋： 18 本 ＝ 5.500ｍ ÷ (5.500 － 0.350) ＝ 1.1

主筋重量 ＝ 主筋1本周長×分割数×1ｍ当り設置本数×単位体積重量

＝ × 3 × 4 ×

＝ ㎏/m

配力筋重量 ＝ 配力筋設置本数×単位体積重量

＝ 18 × ×

＝ ㎏/m

※B1+B2=250+30=280mm

16.1 40.91 658.65

24.04

0.995 1.1

19.70

D13 2.013

D13 1ｍ当り：

2.013 0.995

巻立延長 40.41 0.5 40.91

280.0 280.0

40.41m Ｌ形

16.1

715.25 2247

715.25 2247

4.494

1000
＝
4.494 1000

＝ m/m

2247.0 2247.0
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充てん材注入量 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-13】

既設管内空面積

π ×
2

更生管内空面積

Ａ ＝ ＝ π ×
2

＝ mm
2

＝ m
2

ストリップ管容積

Ａst ＝ ast × Ｌ

＝ m
3
× m

＝ m
3
/m

ast ： 材料１m当りのストリップ容積

Ｌ ： １m当りのストリップ使用量

補強鉄筋控除体積

Ａs ＝ 主筋中心周長×設置本数×公称断面積＋配力筋設置本数×公称断面積

＝ （ － ） × π × 4 ×

＋ × ×

＝ m
3
/m

充てん材注入量

Ｖ ＝ Ａ’ - （ Ａ＋Ａst＋Ａs）

＝ - （ ＋ ＋ ）

＝ m
3
/m0.171

0.005

1.767 1.568 0.023 0.005

0.023

1.500 0.013

1767146 1.767

18 1.1 0.00012670

0.00012670

0.0014 16.1

1.568

πa
2

706.5

1568101.6

Ａ’ ＝
πｄ

2

＝
1500

＝ m
2

4 4
mm

2 ＝
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１m当りの充てん材2注入量

既設管内径 ㎜

既設管半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

頂部内角 更生管 °

頂部内角 充てん材 °

充てん材２　高さ ㎜

充てん界面高さ ㎜

既設管内径 ㎜

既設管半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

楕円半径 ㎜

頂部内角 更生管 °

充てん材２　高さ ㎜

充てん界面高さ ㎜

充てん材２（CAD計測） ＝ m
3
/m

控除ストリップ長（CAD計測） ＝ m

１m当りの充てん材2注入量

＝ 充てん材２（CAD計測） - ストリップ管容量

＝ - ÷ ×

＝ m
3
/m

１m当りの充てん材1注入量

１m当りの充てん材注入量 － １m当りの充てん材2注入量

Ｖ1 ＝ Ｖ - Ｖ2

＝ -

＝ m
3
/m

61.7

θ2 72.1

H 143.50

r3' 715.25

h'' 108.75

0.037

0.799

0.037 0.799 0.290 0.00111

0.033

r1 706.50

θ1' 64.0

H 143.5

0.171 0.033

0.138

r 750

r1' 715.25

r2' 715.25

D1 1500

r 750

D1 1500

h' 100.00

θ1

r2 706.50

r3 706.50

D
1

r
1

r
2 r3

H

h
'

θ1

θ２

r

充てん材2

充てん材1

D
1

r
1
'

r
2
' r3'

H

h
'
'

θ1'

r'

控除ストリップ長

ストリップ中心線
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1日当り注入量 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-37】

1日当りの注入量 Ｖ ＝ m3

1日当り充てん材１の量

1日当りの注入量 × 1.05（補正係数5％）× １m当りの充てん材１量

× ×

＝ m
3 ※少数第3位を四捨五入して少数第2位とする。

1日当り充てん材2の量

Ｖ2 ＝ 1日当りの注入量 × - 1日当り充てん材１の量

＝ × -

＝ -

＝ m
3

充てん材ストッパー工

補強断面での充てん材ストッパー工の1箇所当り急結モルタル量は

ダンビー工法積算資料Ⅰ-39　「C-3-2　充てん材ストッパー工」備考2.の式を参照する。

1箇所当り急結モルタル量（ ） ＝ 1ｍ当り充てん材注入量（ｍ3/ｍ）×0.05（ｍ）

＝ ×

＝ m
3

※少数第4位を四捨五入して少数第3位とする。

普通作業員 ＝

＝ 0.34人

※少数第3位を四捨五入して少数第2位とする。

0.009(m3)×38(人/m3)

4.20 3.39

0.05

3.39

1.05（補正係数5％）

4.00 1.05 3.39

0.81

0.171

0.009

＝
4.00 1.05 0.138

0.171

Ｖ1 ＝
1m当りの充てん材注入量(計)

4.00
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管内注入口工 【ダンビー工法積算資料Ⅰ-40】

注入区間が100ｍを超える場合や注入ホースの引き込みが不可能な場合は、

管内より注入を行うための注入口の穿孔を行う。

※ダンビー工法協会技術資料P30,31参照

管内注入口は、左右2箇所に3m以内毎、および管頂部1箇所に7ｍ以内毎に設ける。

＝ ÷ × ＝

＝ ÷ ＝

＝ 個

注入終了後、注入口を管内注入口プラグにて閉塞する。

管口仕上げ工

補強断面での管口仕上工の1箇所当りエポキシコーキング量は

ダンビー工法積算資料Ⅰ-41　「C-4-1　管口仕上工」備考2.の式を参照する。

管口下半面をすりつける場合

1箇所当りエポキシコーキング量（ ）

＝ {1ｍ当り充てん材注入量×0.01

＋(既設管下半分面積－更生管下半分面積)×0.10÷2}×1000

＝ { × ＋ ( － )

× ÷ 2 } ×

＝  ※少数第2位を四捨五入して少数第1位とする。

0.01 0.8835 0.7841

0.05 1000

26

4.2

N2 40.41 7.0 6

32

0.171

N1 40.41 3.0 2.0
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止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】 補助
内　　　容
浸入水a・b
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助
内　　　容

管口侵入水a,b
管口侵入水a,b

合　計

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独
内　　　容
浸入水a・b
浸入水a・b

合　計

　止水工数量表
内　　容

本管Y字管注入工
本管Y字管注入工
取付管口注入工
取付管内注入工
取付管内注入工

　Y字管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容

本管部
φ1350mm
本管部
φ1500mm
取付管口部

取付管（Φ150㎜）

　Y字管注入工法　止水セメント量　補助

内　容

本管部
φ1350mm
本管部
φ1500mm
取付管口部

取付管（Φ150㎜）

　　パッカー注入工法　標準薬液注入量　単独

内　容

取付管内部
φ150㎜

取付管内部
φ200㎜

積算計上値

適用

5.23 15 78.5 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

70.7 m

64.15

本管標準
ｍ当り注入量
（L/m)

18

補助 Y字管工法

73.67

75

本管標準
箇所当り注入量
（L/箇所)

本管標準
ｍ当り使用量
（kg/m)

3.14

5.23

部　位

本管部（φ1500）
本管部（φ1350）

21.2

0.5

4.71
4.24

周長（ｍ/箇所） 路　線 備　　考

15
5

箇所数

70.7
21.2

補修長（m）

0.0
457路線
450路線

91.9

周長（ｍ/箇所） 備　　考路　線補修長（m）箇所数
457路線0.5

0
1

0.63
0.47

部位

取付管口部（φ200）
取付管口部（φ150）

0.0
0.5

周長（ｍ/箇所）部位

取付管内部（φ200）
取付管内部（φ150）

路　線箇所数
2
1

450・457路線
450路線

3

当初数量 単位

0.47
0.63

1 箇所

m

m

補助

補助

2 箇所 単独

補・単

パッカー工法

Y字管工法

Y字管工法
備　考

18

1日当り
作業量
（ｍ)

管渠管径1500mm以上（既設管φ1500）

パッカー工法 取付管（φ150）
単独

975.0

1日当り
注入量
（L)

13

1日当り
作業量
（箇所)

1日当り
作業量
（ｍ)

1日当り
止水セメント使用量

（L)

18 56.5

65.36 15 980.4

83 13

適用

管渠管径800mm～1350mm（既設管φ1350）

管口部（取付管径φ1500）

取付管（φ200）

下水道施設維持管理積算要領2020 p131

1日当り
注入量
（L)

備　　考

下水道施設維持管理積算要領2020 p131

下水道施設維持管理積算要領2020 p131

日当り作業量「本管目地：管径
200mm」を準用
下水道施設維持管理積算要領
2020 p124

下水道施設維持管理積算要領2020 p127

1326.1

1154.7

0.0

下水道施設維持管理積算要領2020 p127

適用

下水道施設維持管理積算要領
2020 p1241079.0

備　　考

下水道施設維持管理積算要領2020 p133

下水道施設維持管理積算要領2020 p133

18 94.1
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　　【注入量計算】

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133

β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133

β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

1.556 0.6

0.6

0.6

0.3

277.2

277.2
65.36

4.24

1.556

0.103
1.35

1.556

0.112
4.71
1.724
0.3
0.6

0.1 1000
277.2000

1.04954327
1.05

1.05

0.4
0.6
0.1

0.4 0.6

1.5

　　　①注入量計算【Y字管工法】　本管φ1350

　　　②注入量計算【Y字管工法】　本管φ1500

1.724 0.6 1.724 0.6
1.14454504
1.145

0.4
0.6
0.1

1.145 0.4 0.6 0.1 1000
302.2800
302.28

302.28
64.15
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本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133

β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133

β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

止水工作業日数
【補助】

【補助】

【補助】

【単独】

補助分合計止水作業日数 5.4 日
単独分合計止水作業日数 0.2 日

標準作業量 13 箇所/日
補修日数 0.2 日

補修日数 0.1 日

取付管内部（ﾊﾟｯｶｰ工法・φ150・200） 合計補修箇所 3 箇所

取付管口部（Y字管工法・φ150） 合計補修長 0.5 m
標準作業量 18 m/日

標準作業量
補修日数

70.7
18
3.9

m
m/日
日

m
m/日

補修日数 1.4 日

本管部（Y字管工法・φ1500） 合計補修長

合計補修長
標準作業量

本管部（Y字管工法・φ1350） 21.2
15

0.15
0.0075
0.47

　　　③注入量計算【Y字管工法】　取付管φ150

0.165
0.3
0.6

0.4 0.6

0.165 0.6

0.263

0.165 0.6
0.26295131
0.263

69.432

73.67
34.716

0.4
0.6
0.1

　　　④注入量計算【Y字管工法】　取付管φ200
0.2

0.1 1000
69.4320
69.432

0.008
0.63
0.216
0.3
0.6

0.216 0.6 0.216 0.6
0.29179113
0.292

0.4
0.6
0.1

0.292 0.4 0.6 0.1 1000
77.0880
77.088

77.088
38.544
61.34
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日数算定表

準備費
本管更生工 止水工 洗浄工 調査工 取付管更生工 止水工 支障物撤去

450（φ1350） 9.5 1.4 0.19 0.08 0.4 0.4
457（φ1500） 11.0 4.0 0.27 0.07 0.3 0.9
作業日数（日） 20.5 5.5 1.0 0.5 1.5 各工種0.5日単位
換気日数（日） 1.5 換気工 50/60 m3/min適用
作業日数（日）

交通誘導員 4.0人/日(交代要員含む)

※①　取付管更生工「本管内取付管口仕上工」分のみ計上。
　　  取付管更生工「ﾗｲﾅｰ・反転形成工」及び止水工「ﾊﾟｯｶｰ工法」は管内作業を伴わないため、未計上とする。

3.027.0
108.0

路線
補助

12.0

単独
直接工事費

1.0

0.2

0.5

備考直接工事費 準備費

換気工 50/60 m3/min適用

26.0 1.0 ①
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日数算定表【補助・直工】

φ1350
更生延長 38.56m

数量 実日数
38.56m 3.86 10 m/日

端部製管 1.50m 0.11 14 m/日
機械製管 37.06m 0.93 40 m/日

32箇所 0.80 40 箇所/日
2箇所 1.12 1.79 箇所/日
6箇所 1.20 5 箇所/日

38.56m 1.11 34.8 m/日

9.13 　
9.50

・管口仕上げ工日進量算出式：5÷2.8=1.79箇所/日【積算資料Ⅰ-41】
・管口仕上げ工は積算資料C-4-1-1よりエポキシコーキング工5 /日から算出。
・充てん材注入工日進量算出式：4÷0.115=34.8m/日【積算資料Ⅰ-37】

日数算定表【補助・準備費】

数量 実日数
38.56m 0.19 200 m/日
38.56m 0.08 500 m/日

0.27

路線450（88） 日進量 備考
補強鉄筋設置工 見積歩掛

製管工
Ⅰ-15、Ⅰ-29
Ⅰ-15、Ⅰ-31

管内注入口工 Ⅰ-16
管口仕上げ工(本管) 下記参照
取付管口仕上げ工(φ200以下) Ⅰ-51
充てん材注入工 下記参照

合計日数
　(半日切上げ）

日進量 備考
既設管洗浄工 Ⅰ-35

合計日数
Ⅰ-48既設管調査工
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日数算定表【補助・直工】

1500
更生延長 40.41m

数量 実日数
40.41m 4.04 10 m/日

端部製管 1.50m 0.11 14 m/日
機械製管 38.91m 0.97 40 m/日

32箇所 0.80 40 箇所/日
2箇所 1.68 1.19 箇所/日
7箇所 1.40 5 箇所/日

40.41m 1.73 23.4 m/日

10.73 　
11.00

・管口仕上げ工日進量算出式：5÷4.2=1.19箇所/日【積算資料Ⅰ-41】
・管口仕上げ工は積算資料C-4-1-1よりエポキシコーキング工5 /日から算出。
・充てん材注入工日進量算出式：4÷0.171=23.4m/日【積算資料Ⅰ-37】

日数算定表【補助・準備費】

数量 実日数
40.41m 0.27 150 m/日
40.41m 0.07 600 m/日

0.34合計日数

日進量 備考
既設管洗浄工 Ⅰ-35
既設管調査工 Ⅰ-48

合計日数
　(半日切上げ）

取付管口仕上げ工(φ200以下) Ⅰ-51
充てん材注入工 下記参照

製管工
Ⅰ-15、Ⅰ-29
Ⅰ-15、Ⅰ-31

管内注入口工 Ⅰ-16
管口仕上げ工(本管) 下記参照

路線457（78） 日進量 備考
補強鉄筋設置工 見積歩掛
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取付管更生工【単独・直工】

サイドライナー工 450 ﾗｲﾅｰ・反転形成工（不飽和ポリエステル樹脂仕様） 2 箇所 6 箇所/日 0.3 日 協会資料

457 ﾗｲﾅｰ・反転形成工（不飽和ポリエステル樹脂仕様） 1 箇所 6 箇所/日 0.2 日 協会資料

450 本管内取付管口仕上工（φ800～1500） 2 箇所 20 箇所/日 0.1 日 協会資料

457 本管内取付管口仕上工（φ800～1500） 1 箇所 20 箇所/日 0.1 日 協会資料

計 0.7 日 作業日数

0.2 日 換気日数

適用工  種 路　　線 規   格 数量 日進量 実日数

22 
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撤去工【単独】

撤去工 450 モルタル除去工（φ800mm以上～1500mm未満） 4 箇所 10 箇所/日 0.4 日 見積

457 モルタル除去工（φ1500mm以上～2000mm未満） 14 箇所 15 箇所/日 0.9 日 見積

計 1.3 日 作業日数

1.3 日 換気日数

適用工  種 路　　線 規   格 数量 日進量 実日数
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